






　本研究では，金融機関の情報管理の実態について，特に CIO（Chief Information Officer）
として知られる最高情報責任者がどのような役割を果たすかについて，明らかにするために，
2013 年 11 月時点の我が国の預金取り扱い機関として扱われる銀行に対する郵送アンケート
を実施して，その実態の調査を行った結果を分析している．本稿では，そのアンケートの回
答に基づいて，銀行の情報管理についての分析を行うことを試みている．アンケートの結果，
得られた主要な結果は，主に以下の 4 点にまとめられる．第一に，CIO の設置は兼任職を中
心として進んでいる．第二に，CIOは取締役会の出席率が高く，取締役会とのコミュニケーショ




JEL classification : G34; G21; J41; L22
1．はじめに
　近年の我が国の企業統治に関する改革について議論されている．安部政権の下で行われてい




行された J―SOX 法（日本版 SOX 法）においては，「会計監査」の適正性に関しての内部統制
にとどまらず，IT に関する対応を重視することが決定された．特に，銀行業界においては，
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が高い順に施行され，2007 年 9 月に完全施行された．SOX 法のもととなった米国では，IT 対






CIO の企業経営に関する研究の 2 種類の研究に大別される．前者としては，Enns et al.（2003）
が挙げられる．Enns et al.（2003）では，69 社の CIO と CEO に対するアンケート調査を行う
ことで，CIO の情報技術に関する知識・職歴と CEO が CIO の情報投資に関する計画案を受け
入れるかどうかの間の関係性を考察している．結果として，CIO の知識・職歴と CEO の計画
案受け入れの有無の間には関係性は発見できておらず，CIO のリーダーシップの方が重要で
あるという帰結を得ている．後者の研究としては，Prewitt and Ware（2006）の研究が挙げ
られる．彼らの研究では，アンケート調査を元に，545 社の CIO の調査を行っている．結果
として，71％程度の企業では，CIO が IT 部門の出身者であること，44％程度の企業の CIO は，
IT 部門出身であることに加え，企業経営に携わった経験があることを明らかにしている．こ

























研究で得られた結論は，以下の 4 点にまとめられる．第一に，CIO の選任状況については，






会や常務会での経営事項として重視されており，CIO の情報投資増加の提案は 4 割弱の銀行
において受け入れられていることが明らかになった．
　最後に，本稿の構成は以下の通りである．第 2 節では，我が国の内部統制を取り巻く環境を
























に対する気配情報の公開幅を上下 1 本気配から 3 本気配に拡充された施策を行い，その効果に





























より対話を魅力的（Richness）にするという関係を考察した Media Richness Theory（Daft 
and Engel（1986）, Daft et al.（1987））に基づいてアンケート設計を行った．また，Johnson 
and Lederer（2005）において，Media Richness Theory についての検証を行っており，我が
国の CIO の仕事上における，行内での経営陣とのコミュニケーション方法についても検討す


















アンケート調査を行っている．Johnson and Lederer（2005）では，Media Richness Theory
に基づいて，コミュニケーション手法の魅力については，対人関係の距離（Distance）が近い
ほどその魅力が高まることを指摘している．具体的なコミュニケーション手法としては，下記
の A から E までの 5 種類：A）対面コミュニケーション（Face to Face），B）電話によるコミュ
ニケーション，C）個人アドレス宛の Email，D）個人アドレス以外宛の Email，E）会議での
コミュニケーションである．上記の順番で A）に近いほど，対人関係の距離（Distance）が近
くなること指摘している．本研究でも，Media Richness Theory に倣い，④取締役会への参加
状況と⑤出席率，⑥ CIO と頭取の対話頻度について質問を行った．









紹介とその分析を行う．4. 1 節では，基本調査として，各行における CIO あるいは CIO 該当
職の専任状況について行った基礎調査の結果を紹介する．次に，4. 2 節において，各行におけ
る CIO あるいは CIO 該当職の属性によって，経営陣とのコミュニケーションがどのように変
化するかといった点についての考察を行っている．CIOの専門性を調査するためのCIOの属性・
出身部署といった点については，4. 3 節において分析を行っている．最後に，CIO あるいは
CIO 該当職の存在がどのように，企業経営に反映されているのかについての調査項目の結果
を 4. 4 節において紹介する．
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4. 1　各行における CIO の選任状況
　本節では，各行における CIO の選任状況についての分析を行う．情報管理の重要性が認識
される昨今において，CIO該当職を設置することで，各行内部の情報管理を行う必要性は高まっ
ていると考えられる．以下の図 1 では，CIO が専任されているかどうかのアンケート調査の
結果をまとめたものである．結果として，回答行の中で，92.3％の銀行は CIO を設置してお













（顧客保護等管理責任者）」・「IT 統括部担当役員」・「常務」といった取締役・執行役が CIO 業












4. 2　各行における CIO 該当職と経営陣の対話状況








　図 4 では，CIO の取締役会参加状況についての調査を行っている．77％程度の企業では，
CIO の取締役会参加の義務があるという意味で多くの銀行においては，CIO が取締役会に参
加することで，意思決定の場に参画している状況が明らかになった．又，CIO に取締役会参










　図 6 では，CIO と取締役会の対話回数に関する調査結果を示している．回答結果は，「週 1













ニケーションが図られている可能性が高いことから，Media Richness Theory で定義するとこ
ろの CIO と銀行の意思決定機関である取締役会との距離（Distance）は近く，そのコミュニケー
ションが円滑に図られている可能性が高いことを示唆していると解釈できる．
4. 3　各行における CIO の属性






























　図 9 では，CIO の出身部署について，特に情報関連部署の出身かどうかに注目して調査を
行うことで，各行において情報管理に関する知識を持った人物が CIO として登用されている
のか否かを分析している．結果としては，38.5％の銀行における CIO は情報関連の部署出身で

















































　本研究のアンケート調査の結果によって，主に CIO の選任状況，CIO の行内での対話状況，












えられる．また，Media Richness Theory の適用からは，CIO の各行内でのコミュニケーショ
ンが円滑に図られていることを示唆している．
　第三に，銀行業における CIO の属性としては，主に専属の執行役員あるいは取締役が CIO
職を担っていることがわかった．その専門性としては，経営管理・業務管理部門の出身者が 5
割弱と最も多く，与信，営業，人事部門などの他の部門での経験もあることが明らかになった．
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